あの 日、 朝から、 雪が 降って いたわね。 もうせん か 

ら、 とりかかつ ていたお ツルち やん (姪) の モン ぺが 

出来 あがった ので、 あの 日、 学校の 帰り、 それ をと ど 

けに 中 野の 叔母さん のうちに 寄った の。 そうして、 ス 

きちじよ うじ 

ルメを 二 枚お 土産に もらって、 吉祥 寺 駅に 着いた 時に 

は、 もう 暗くな つていて、 雪 は 一尺 以上 も 積り、 なお 

その上 やまず ひそひそと 降って いました。 私 は 長靴 を 

はいてい たので、 かえって 気持が はずんで、 わざと 雪 

の 深く 積って いると ころ を 選んで 歩きました。 おうち 

の 近くの ポストのと ころまで 来て、 小脇に かかえて い 

た スルメ の 新聞 包が 無い のに 気がつきました。 私 はの 



した。 

ご存じの ように、 私の 家 は 兄さんと お 嫂さん と 私と 

三人 暮 しで、 そうして 兄さん は 少しお 変人の 小説家で、 

もう 四十ち かくなる のに ちっとも 有名で ないし、 そう 

していつ も 貧乏で、 からだ 工合が 悪い と 言って 寝たり 

起きたり、 そのく せ 口 だけ は 達者で、 何だかん だとう 

る さく 私たちに 口 こごと を 一一 一一 n い、 そうして ただ 口で 言 

うば かりで ご 自分 はち つ とも 家の 事に 手助けして くれ 

ない ので、 お 嫂さん は 男の 力仕事まで しなければ なら 

ず、 とても 気の毒 なんです。 或る日、 私 は 義憤 を 感じ 

て、 



「兄さん、 たまに は リュックサック をし よって、 野菜 

でも 買って 来て 下さいな。 よその 旦那 さま は、 たいて 

いそうし ている らしい わよ ご 

と 言ったら、 ぶっと ふくれて、 

「馬鹿野郎！ おれ はそんな 下品な 男 じ やない。 いい 

かい、 きみ子 (お 嫂さん の 名前) もよ く 覚えて 置け。 

おれたち 一家が 餓え死にし かけても、 おれ は あんな、 

あさましい 買い出し なんかに 出掛け やしないの だから、 

そのつ もりで いて くれ。 それ はおれの 最後の 誇りなん 

だ ご 

なるほど 御 覚悟 は 御 立派です が、 でも 兄さんの 昜 な 口、 



は 信じたい の、 だから、 ね、 あたしの 眼 を 見て よ。 あ 

たし はい ま、 とっても 美しい 雪景色 をた くさん たくさ 

ん 見て 来たんだ から。 ね、 あたしの 眼 を 見て。 きっと、 

雪の ように 肌の 綺麗な 赤ちゃんが 生れて よご 

お 嫂さん は、 かなし そうな 顔 をして、 黙って 私の 顔 

を 見つめて いました。 

「おい ご 

とその 時、 隣り の 六 畳 間から 兄さんが 出て 来て、 

「しゅん 子 (私の 名前) の そんなつ まらない 眼 を 見る よ 

り は、 おれの 眼 を 見た ほうが 百倍 も 効果が あら あ。」 

「なぜ？ なぜ？」 



兄さん は、 ぶっと ふくれて 隣り の 六 畳 間に 引 込み ま 

した。 

(「少女の 友」 昭和 十九 年 五月 号) 
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